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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月12日(2014.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物における虚弱の予防または治療のために使用する組成物であって、
（ｉ）ウリジン、デオキシウリジン、ウリジン・ホスフェート（ＵＭＰ、ｄＵＭＰ、ＵＤ
Ｐ、ＵＴＰ）、ウラシルおよびアシル化ウリジン誘導体からなる群から選ばれるヌクレオ
シド均等物、
（ｉｉ）ＤＨＡ、ＤＰＡおよびＥＰＡからなる群から選ばれるω－３ポリ不飽和脂肪酸、
（ｉｉｉ）ビタミンＢ６、ビタミンＢ１２およびビタミンＢ９からなる群から選ばれるビ
タミンＢ、
（ｉｖ）ホスホリピッド、
（ｖ）ビタミンＣ、ビタミンＥおよびセレンからなる群から選ばれる抗酸化剤、および
（ｖｉ）コリン、
からなる群から選ばれる少なくとも２種の成分を含み、少なくとも成分（ｉ）が存在し、
　前記組成物は認知症およびアルツハイマー病からなる群から選ばれる病気に罹っている
人間に投与され、前記人間のＢＭＩは２６ｋｇ／ｍ２未満である組成物。
【請求項２】
　哺乳動物における虚弱の予防または治療のために使用する組成物であって、
（ｉ）ウリジン、デオキシウリジン、ウリジン・ホスフェート（ＵＭＰ、ｄＵＭＰ、ＵＤ
Ｐ、ＵＴＰ）、ウラシルおよびアシル化ウリジン誘導体からなる群から選ばれるヌクレオ
シド均等物、
（ｉｉ）ＤＨＡ、ＤＰＡおよびＥＰＡからなる群から選ばれるω－３ポリ不飽和脂肪酸、
（ｉｉｉ）ビタミンＢ６、ビタミンＢ１２およびビタミンＢ９からなる群から選ばれるビ
タミンＢ、
（ｉｖ）ホスホリピッド、
（ｖ）抗酸化剤、および
（ｖｉ）コリン、
からなる群から選ばれる少なくとも３種の成分を含み、少なくとも成分（ｉ）が存在し、
　前記組成物はアルツハイマー病に罹っている人間に投与され、前記人間のＢＭＩは２６
ｋｇ／ｍ２未満である組成物。
【請求項３】
　哺乳動物における虚弱の予防または治療のために使用する組成物であって、
（ｉ）ウリジン、デオキシウリジン、ウリジン・ホスフェート（ＵＭＰ、ｄＵＭＰ、ＵＤ
Ｐ、ＵＴＰ）、ウラシルおよびアシル化ウリジン誘導体からなる群から選ばれるヌクレオ
シド均等物、
（ｉｉ）ＤＨＡ、ＤＰＡおよびＥＰＡからなる群から選ばれるω－３ポリ不飽和脂肪酸、
（ｉｉｉ）ビタミンＢ６、ビタミンＢ１２およびビタミンＢ９からなる群から選ばれるビ
タミンＢ、
（ｉｖ）ホスホリピッド、
（ｖ）ビタミンＣ、ビタミンＥおよびセレンからなる群から選ばれる抗酸化剤、および
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（ｖｉ）コリン、
からなる群から選ばれる少なくとも４種の成分を含み、少なくとも成分（ｉ）が存在し、
　前記組成物はアルツハイマー病に罹っている人間に投与され、前記人間のＢＭＩは２６
ｋｇ／ｍ２未満である組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物であって、
　虚弱は、筋肉の弱さ、過度の消耗または疲労感、異常に低い身体活動、遅いまたは不安
定な歩行、体重喪失および神経障害からなる群から選ばれる少なくとも３つの基準に一致
することにより決定される組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物であって、
　体重、体容積指数、除脂肪体質量、筋肉質量、筋肉強度または筋機能の１種以上を、特
にお年寄りの人間において増加するのに用いられる組成物。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物であって、
　体重、体容積指数、除脂肪体質量、筋肉質量、筋肉強度または筋機能の１種以上を増加
するとともに、日常生活活動を改善するのに用いられる組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物であって、
　前記哺乳動物はＢＭＩが２３．５ｋｇ／ｍ２未満である組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物であって、
　前記組成物は、栄養または医薬組成物である組成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物であって、
　ＵＭＰを含む組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物であって、
　ＤＨＡおよびＥＰＡを含む組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の組成物であって、
　ホスファチジル・セリン、ホスファチジル・イノシトール、ホスファチジル・コリンお
よびホスファチジル・エタノールアミンからなる群から選ばれる少なくとも２種の異なる
ホスホリピッドを含む組成物。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物であって、
　塩化コリンを含む組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物であって、
（ｉ）ＵＭＰ、
（ｉｉ）ＤＨＡおよびＥＰＡ、
（ｉｉｉ）ビタミンＢ６、ビタミンＢ１２およびビタミンＢ９、
（ｉｖ）ホスファチジル・セリン、ホスファチジル・イノシトール、ホスファチジル・コ
リンおよびホスファチジル・エタノールアミンからなる群から選ばれる少なくとも２種の
異なるホスホリピッド、
（ｖ）ビタミンＣ、ビタミンＥおよびセレン、および
（ｖｉ）塩化コリン、
を含む組成物。
【請求項１４】
　哺乳動物の虚弱を予防または治療するために使用する組成物であって、
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　（ｉ）ウリジン、デオキシウリジン、ウリジン・ホスフェート（ＵＭＰ、ｄＵＭＰ、Ｕ
ＤＰ、ＵＴＰ）、ウラシルおよびアシル化ウリジン誘導体からなる群から選ばれるウリジ
ン均等物、
　（ｉｉ）ＤＨＡ、ＤＰＡおよびＥＰＡからなる群から選ばれるω－３ポリ不飽和脂肪酸
、
　（ｉｉｉ）ビタミンＢ６、ビタミンＢ１２およびビタミンＢ９からなる群から選ばれる
ビタミンＢ、
　（ｉｖ）ホスホリピッド、
　（ｖ）ビタミンＣ、ビタミンＥおよびセレンからなる群から選ばれる抗酸化剤、および
　（ｖｉ）コリン
を少なくとも含み、
　前記哺乳動物はアルツハイマー病または認知症に罹っている患者であり、前記患者はＢ
ＭＩが２６ｋｇ／ｍ２未満、好ましくは２３．５ｋｇ／ｍ２未満である組成物。
【請求項１５】
　哺乳動物の日常生活の活動を行う能力の改善に用いられる組成物であって、
　（ｉ）ウリジン、デオキシウリジン、ウリジン・ホスフェート（ＵＭＰ、ｄＵＭＰ、Ｕ
ＤＰ、ＵＴＰ）、ウラシルおよびアシル化ウリジン誘導体からなる群から選ばれるウリジ
ン均等物、
　（ｉｉ）ＤＨＡ、ＤＰＡおよびＥＰＡからなる群から選ばれるω－３ポリ不飽和脂肪酸
、
　（ｉｉｉ）ビタミンＢ６、ビタミンＢ１２およびビタミンＢ９からなる群から選ばれる
ビタミンＢ、
　（ｉｖ）ホスホリピッド、
　（ｖ）ビタミンＣ、ビタミンＥおよびセレンからなる群から選ばれる抗酸化剤、および
　（ｖｉ）コリン
を少なくとも含み、
　前記哺乳動物はアルツハイマー病または認知症に罹っている患者であり、前記患者はＢ
ＭＩが２６ｋｇ／ｍ２未満、好ましくは２３．５ｋｇ／ｍ２未満である組成物。　
【請求項１６】
　哺乳動物の生活の質の改善に用いられる組成物であって、
　（ｉ）ウリジン、デオキシウリジン、ウリジン・ホスフェート（ＵＭＰ、ｄＵＭＰ、Ｕ
ＤＰ、ＵＴＰ）、ウラシルおよびアシル化ウリジン誘導体からなる群から選ばれるウリジ
ン均等物、
　（ｉｉ）ＤＨＡ、ＤＰＡおよびＥＰＡからなる群から選ばれるω－３ポリ不飽和脂肪酸
、
　（ｉｉｉ）ビタミンＢ６、ビタミンＢ１２およびビタミンＢ９からなる群から選ばれる
ビタミンＢ、
　（ｉｖ）ホスホリピッド、
　（ｖ）ビタミンＣ、ビタミンＥおよびセレンからなる群から選ばれる抗酸化剤、および
　（ｖｉ）コリン
を少なくとも含み、
　前記哺乳動物はアルツハイマー病または認知症に罹っている患者であり、前記患者はＢ
ＭＩが２６ｋｇ／ｍ２未満、好ましくは２３．５ｋｇ／ｍ２未満である組成物。
【請求項１７】
　栄養組成物であって、
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の組成物を含み、
　前記栄養組成物は少なくとも乳清タンパク質、好ましくは血清アルブミンを補強した乳
清タンパク質である栄養組成物。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の栄養組成物であって、



(5) JP 2014-502617 A5 2015.2.5

　植物タンパク質を含む栄養組成物。
【請求項１９】
　請求項１７または１８に記載の栄養組成物であって、
　前記栄養組成物は、組成物１００ｍｌ当たり栄養価が少なくとも５０ｋｃａｌ、特に１
００～３００ｋｃａｌである栄養組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４３】
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【表８】
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